
３
年
ぶ
り
の
開
催
！

第
50
回
只
見
町
文
化
祭

　

第
50
回
只
見
町
文
化
祭
が
、

11
月
３
日
に
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
と
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
２
ヶ
所
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、一
昨
年
の
文
化
祭
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
延
期
さ
れ
、
今

年
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
館
式
で
は
、
渡
部
町
長
や

大
塚
町
議
会
議
長
、
渡
部
教
育

長
、
只
見
町
文
化
協
会
の
齋
藤

会
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

開
催
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
只
見
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
町
民
文
芸
コ
ー

ナ
ー
や
茶
道
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
る

さ
と
食
堂
な
ど
が
開
か
れ
た
他
、

小
野
川
三
四
さ
ん
作
の
只
見
線

紙
芝
居
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の

　

只
見
町
文
化
祭
の
第
１
回

は
、「
産
業
文
化
祭
」
と
し
て
、

昭
和
46
年
11
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
農
作
物
の

品
評
会
や
農
林
業
器
具
の
展

示
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

よ
る
文
化
講
演
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
開
催
期
間
中
の
来
場
者
数

は
延
べ
３
，０
０
０
人
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

次
の
写
真
は
、
当
時
の
只
見

総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
第
１
回
産
業
文
化
祭
の
様
子

で
す（
広
報
た
だ
み
よ
り
）。
地

場
産
品
の
即
売
や
町
の
観
光
開

発
等
の
紹
介
、
郷
土
芸
能
大
会

が
行
わ
れ
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も

相
ま
っ
て
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催

今
年
は
２
会
場
で

始
ま
り
は

産
業
文
化
祭

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

サ
ブ
会
場
の
た
だ
み
・
モ
ノ

と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
朝
日
小
学
校
児
童
と
只
見

町
昔
ば
な
し
の
会
に
よ
る
「
民

話
茶
屋
」
が
開
か
れ
、
来
場
者

は
只
見
町
の
昔
ば
な
し
な
ど
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
の
第
７
回
か
ら

「
只
見
町
文
化
祭
」
と
名
前
を

変
え
、
産
業
主
体
の
文
化
祭
か

ら
、
芸
術
や
文
化
部
門
に
主
体

を
お
い
た
文
化
祭
に
な
り
ま
し

た
。
会
場
内
で
は
、
手
工
芸
品

や
民
芸
品
の
展
示
が
行
わ
れ
た

り
、
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
た

り
し
ま
し
た
。（
産
業
文
化
祭

は
、
第
９
回
に
町
制
20
周
年
記

念
と
し
て
、
第
19
回
に
町
制
30

周
年
記
念
と
し
て
、
第
24
回
か

ら
第
39
回
ま
で
は
５
年
毎
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
）
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ただみ・モノとくらしのミュージアム

　

只
見
町
文
化
祭
事
業
の
一
環

で
「
第
25
回
芸
能
発
表
会
」
が
、

11
月
13
日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

コ
ー
ラ
ス
は
な
み
ず
き
、
は
ぎ

の
会
、
只
見
音
楽
研
究
会
、
瞳

の
会
、
只
見
つ
く
し
会
、
天
領

只
見
仙
嶽
太
鼓
保
存
会
の
６
団

体
に
よ
る
、
美
し
い
歌
声
や
華

や
か
な
舞
踊
、
迫
力
の
あ
る
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

只
見
町
文
化
協
会

第
25
回
芸
能
発
表
会

1茶道コーナーでは、お茶を点てる様子を見ながら、お茶をいただきました　2日本赤十字奉仕団ともしび会によるチャリティーバザーも多
くの人が訪れました　34俳句・短歌作品の展示が行われ、来場者は詠まれた背景をしみじみと感じていました　5手工芸コーナーには、た
くさんの作品が並べられました。またデコレーション体験は、幅広い年齢層の方が参加されました　6健康づくりコーナーでは、わたしの自
慢のごはんコンテストの作品紹介や認知症予防の紹介などが行われました　7ふるさと食堂のわたあめが子どもたちに大人気でした　8只見
高校PRコーナーでは総合的な探究の時間の中間報告などが掲示された他、甲子園選抜旗など甲子園関連についても展示が並べられました　
9ＳＤＧｓ研究として、ブラックバスをどのように地域活性に繋げられるかを発表した南会津高校 堀金康太さん　�只見線紙芝居は、増席
するほど大盛況でした。作者の小野川三四さんは、何度も只見町に足を運び取材を重ね、作品を作られたそうです

1町民芸術コーナーには、保育所年長児から大人までの多くの作品が展示されました　2民具体験コー
ナーではユッコギやゲンベイ、かんじきなどを体験しました　3只見町昔ばなしの会と朝日小学校の児
童による民話茶屋は大盛況でした　4民芸品コーナーでは、つる細工などの民芸品が展示された他、つ
る細工体験も行われました
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